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１．概説 

    「ＡＤＳＰ３２４－１３」は弊社ＤＳＰボードＡＤＳＰ３２４シリーズ、ＡＤＳＰ６７４

シリーズ専用の１６ｂｉｔＡ／Ｄ＆Ｄ／Ａ変換ボードです。 
 

Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａボード ＤＳＰボード 

ＡＤＳＰ３２４－１３ 
ＡＤＳＰ３２４－００Ａ 
ＡＤＳＰ６７４－００ 
ＡＤＳＰ６７４－００Ｈ 

 
表１ Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａボードの一覧 

 
   主な機能は 
 
① 本ボードは４台＊１まで増設可能である。 

   ②Ａ／Ｄ入力は通常２ｃｈですがマルチ入力タイプ（オプション）は１６ｃｈ（８ｃｈ×２）

入力です。 
    Ａ／Ｄコンバータ２ｃｈの同時変換が可能である。 
   ③Ｄ／Ａコンバータは２ｃｈを任意に出力することができる。また外部変換開始信号により

Ｄ／Ａの同時変換も可能である。 
   ④ＤＳＰボードに対する割り込みの発生は 
     ＊Ａ／Ｄ変換の終了 
     ＊トリガの発生（マルチ入力タイプはできません。） 
    の２種類あり、いずれか一方を選択することができる。 
    また割り込みをマスクすることも可能である。 
   ⑤複数ボードから割り込みが発生した場合でも割り込みフラグを設定する事により８種類の

識別が可能である。 
   ⑥アナログ入力がある電圧をよぎる時に割り込みを発生するトリガ機能が有り、トリガレベ

ルとスロープの極性を設定する事ができる。（マルチ入力タイプはできません。） 
    トリガレベルは１６ｂｉｔで設定できる。 
   ⑦本ボードには自動変換開始機能があり、外部変換開始信号に同期させてＡ／Ｄコンバータ

とＤ／Ａコンバータの変換を同時に開始することができる。 
    外部変換開始信号は 
     ＊ＴＭＳ３２０Ｃ３１（ＤＳＰ）もしくはＴＭＳ３２０Ｃ６７のオンチップタイマ０の

カウントアップによるクロックアウト（ＴＣＬＫ０）信号 
     ＊外部クロック信号 
    の２種類があり、いずれか一方を選択することができる。 
    またＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換器を最大各８ｃｈまで同時変換させることができる。但しマルチ

入力タイプ（特別仕様）のＡ／Ｄは上記の同時変換はできません。Ｄ／Ａは可能です。 
 
   等があり、デジタル信号処理のアプリケーションに適した構成になっています。 
 
   【注意】＊１ ＤＳＰボードの拡張バスに接続できる最大ボード数は４枚です。 
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２．基本仕様 

２．１ 精度及び機能 
 
   □Ａ／Ｄコンバータ部 
     ①分解能         １６ｂｉｔ 
     ②変換時間        １０μｓｅｃ／ｃｈ 
     ③チャンネル数      ２ｃｈ 
     ④変換順序        ２ｃｈ同時変換 
     ⑤データ読出時間     ０．１５μｓｅｃ／ｃｈ 
     ⑥入力方式        作動入力 
     ⑦入力電圧範囲      ±１０Ｖ 
     ⑧自動変換開始機能    外部変換開始信号に同期して各チャンネル同時変換 
 
   □Ａ／Ｄマルチプレクサ入力部（オプション） 
     ①セトリングタイム    ３０μｓｅｃ／ｃｈ（チャンネル切替時） 
     ②チャンネル数      １６ｃｈ 
     ③入力方式        差動入力 
     ④入力電圧範囲      ±１０Ｖ 
     ⑤変換順序        ２ｃｈ同時変換 
     ⑥自動変換開始機能    無し 
 
   □Ｄ／Ａコンバータ部 
     ①変換精度        １６ｂｉｔ 
     ②変換時間        １０μｓｅｃ 
     ③チャンネル数      ２ｃｈ 
     ④変換順序        任意チャンネル変換、または２ｃｈ同時変換 
     ⑤出力電圧範囲      ±１０Ｖ 
     ⑥出力電流        最大 ５ｍＡ 
     ⑦出力インピーダンス   ０．１Ω（ＤＣ） 
     ⑧自動変換開始機能    外部変換開始信号（＊ＥＸＴＣＬＫ・＊ＴＣＬＫ０）に 
                  同期して各チャンネル同時変換 
 
   □トリガ機能 
     ①トリガチャンネル    入力回路番号 Ａ／Ｄ・００ 
     ②比較電圧範囲      －１０Ｖ ～ ＋１０Ｖ 
     ③比較電圧分解能     １６ｂｉｔ 
     ④トリガスロープ極性   正・負プログラム可能 
     ⑤トリガ割り込み機能   有り、マスク可能 
 
   □割り込み 
     ①割り込みの発生源    Ａ／Ｄ変換（ＢＵＳＹ）の終了、トリガの発生 
     ②割り込みレベル     ＡＤＳＰ３２４－００Ａ：ＩＮＴ３ 
                  ＡＤＳＰ６７４－００ ：ＩＮＴ７ 
     ③割り込みフラグ     ８種類の識別可能 
     ④割り込みパルス幅    １００ｎｓｅｃ 
 

 2



   □外部変換開始信号 
     ①ＤＳＰのオンチップタイマ０のカウントアップによるクロックアウト 
      （ＴＣＬＫ０）信号 
  ②外部クロック信号 ＴＴＬレベル・不論理・立ち下がりエッヂ 

      入力プルアップ抵抗 ４．７ＫΩ 
 
   □電源 
     アナログ回路電源内蔵   ±１５Ｖ、２５０ｍＡ 
     デジタル回路電源     ＤＣ ５Ｖ、３Ａ 
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２．２ コネクタ、ショートピン、ボリュームの配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ ＡＤＳＰ３２４－１３部品配置図 
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２．３ 出荷時の設定 
 
 
DSW101   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

■■■■ ■■ 

    ■  ■ 
    ボードアドレス：９００１８０ｈ 

 

 

DSW102   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

 ■■■■■■■ 

■ 
    ボードアドレス：９００１８０ｈ 

 
 
DSW103   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

    ■■■ 

■■■■   ■ 

 
    ボードアドレス：９００１８０ｈ 
    自動変換機能：非選択 
    トリガ割込み：不可 
    Ａ／Ｄ変換終了割込み：不可 
    入力チャンネル：２ｃｈ 

 
 
DSW104   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

 

■■■■■■■■ 
    割り込みフラグ：設定無し 

 
 
    SP101      1 2 3 4 
              □□□□  3        入力チャンネル：２ｃｈ 
       ■■■■  2 
       ■■■■  1 
 
       ■ショート  □オープン 
       ■ 
 

図２ ディップスイッチ・ショートピンの出荷時設定 
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２．４ ボードの設置方法 
 
１． 本ボードを拡張スロットに装着します。 
 
２． ＤＳＰボードのコネクタ（ＣＮ＊＊）と本ボードのＣＮ１１を拡張バスケーブルで接続

します。 
 

拡張バスケーブル ＡＤＳＰ３２４－１５ オプション 
 

ＡＤＳＰ３２４－１３ ＤＳＰボード 
ＡＤＳＰ３２４－００Ａ：ＣＮ１２ 
ＡＤＳＰ６７４－００ ：ＣＮ１１ 

 
ＣＮ１１ 

 ＡＤＳＰ６７４－００Ｈ：ＣＮ１１ 
 
３． Ａ／Ｄ入力とＤ／Ａ出力は下記のコネクタに接続します。 
 
機 種 コネクタ（２ｃｈ） コネクタ（マルチ入力１６ｃｈ） 

ＡＤＳＰ３２４－１３ ＣＮ１２ ＣＮ１３、ＣＮ１４ 
 

表２ 機種別アナログ入出力コネクタ表 
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２．５ 入出力信号の接続方法 
 
   １．Ｄ／Ａコンバータの出力は 
 
     ＯＵＴ＊  Ｄ／Ａコンバータの出力 
     ＡＧＮＤ  アナロググランド 
 
     で１組の出力回路を構成しています。 
     出力用コネクターの信号配置は表３８を参照して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ Ｄ／Ａコンバータの出力回路 
 
 
 
   ２．Ａ／Ｄコンバータの入力回路は差動入力回路となっています。 
     入力端子は 
 
     ＋ＩＮ＊  バッファーアンプの正転入力 
     －ＩＮ＊  バッファーアンプの反転入力 
     ＡＧＮＤ  アナロググランド 
 
     で１組の入力回路を構成しています。 
     入力用コネクターの信号配置は表３８を参照して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ Ａ／Ｄコンバータ入力回路 
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３．初期設定 

   本ボードで初期設定が必要なものはディップスイッチ【ＤＳＷ１０１】～【ＤＳＷ１０４】

とメモリマップされた各レジスタがあります。ディップスイッチの設定は大きくわけて３つの

部分から構成されています。 
 
   ①ボードアドレスの設定 
   ②サンプリング・クロックの選択、割り込み源、マルチ入力の選択 
   ③割り込みフラグの設定 
 
   またレジスタには 
 
   ①割り込みコントロール 
   ②トリガレベル 
   ③ゲイン 
 
   などがあり、機能内容の選択のために初期設定を行います。 
 
   【注意】ディップスイッチ論理は下記のように定義されています。 
 

 ＯＮ ＯＦＦ 
論 理 ０ １ 

 
              

DSW***           DSW*** 

               ■ 
                             ■ 

スイッチ ON      スイッチ OFF 

O N 

OFF 
O N 

OFF 

                             
表３ ディップスイッチの論理と設定 
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３．１ ボードアドレスの設定 
 
   ＡＤＳＰ３２４－０３はアドレスラインのＡ００～Ａ０３をデコードし、１０ｈ（１６）ワ

ードの領域を使用します。そして【ＤＳＷ１０１】・【ＤＳＷ１０２】・【ＤＳＷ１０３】を使っ

てＡ０４～Ａ２３のアドレスを設定し９０００００ｈ～９０ＦＦＦＦｈの６４Ｋワードの領域

内に割り付けます。表４に【ＤＳＷ１０１】～【ＤＳＷ１０３】のアドレス信号割り付けと図

７に設定例を示します。また、拡張ボード１台のＤＳＰボードに対し４台まで接続することが

できますのでアドレスが重ならないように設定します。 
 

ＤＳＷ１０１ ＤＳＷ１０２ ＤＳＷ１０３ 
DSW101 信号名 DSW102 信号名 DSW103 信号名 

8 A23 8 A15 8 A07 
7 A22 7 A14 7 A06 
6 A21 6 A13 6 A05 
5 A20 5 A12 5 A04 
4 A19 4 A11 4 入力チャンネルの選択 
3 A18 3 A10 3 変換開始モードの選択 
2 A17 2 A09 2 外部クロックの選択 
1 A16 

 

1 A08 

 

1 割り込み源の選択 
 

表４ ＤＳＷ１０１・ＤＳＷ１０２・ＤＳＷ１０３ 
 
 
 

ボードアドレス：９００１８０ｈ 
 
            DSW103                         DSW102                          DSW101 

        1 2 3 4 5 6 7 8                1 2 3 4 5 6 7 8                1 2 3 4 5 6 7 8 

 

O N      ■■■     O N   ■■■■■■■    O N  ■■■■ ■■     

OFF  ■■■■   ■    OFF  ■               OFF      ■  ■   

 

 
 
   その他の  8            1     0           0    9 
   設定 
 

図５ ボードアドレスの設定 
 
 
注意：ＡＤＳＰ３２４－００Ａでは上記アドレスの通りに割り付けられますが、ＡＤＳＰ６７４－

００では０３００００００～０３３ＥＦＦＦＦ（０３００００００～０３０３ＦＦＦＦｈ）

に割り付けられます。（ＡＤＳＰ６７４－００ハードウェアマニュアル「拡張バス」参照） 
（例）本ボードＡＤＳＰ３２４－１３のアドレスを９００１８０ｈに設定した場合 
ＡＤＳＰ６７４－００、ＡＤＳＰ６７４－００Ｈのアドレスは０３０００６００ｈになりま

す。 
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３．２ サンプリング・クロックの選択、割り込み源の選択、Ａ／Ｄ入力チャンネルの選択 
 
   【ＤＳＷ１０３－１】～【ＤＳＷ１０３－４】の設定内容を表５に示します。出荷設定時は

図２の様に設定されています。詳細は４．１を参照して下さい。 
 

ＤＳＷ１０３ ＯＦＦ Ｏ Ｎ 
４ ２ｃｈ入力 １６ｃｈ入力（マルチ入力）（オプション） 
３ ＤＳＰによる変換開始 外部クロックによる変換開始 
２ ＴＣＬＫ０による変換開始 ＥＸＴＣＬＫによる変換終了 
１ Ａ／Ｄ変換終了による割り込み トリガレベル検出による割り込み 

 
表５ サンプリング・クロックの選択、割り込み源の選択、Ａ／Ｄ入力チャンネルの選択 

 
 
 
３．３ 割り込みフラグ 
 
   割り込みフラグはどの周辺ボードが割り込みを発生しているかを識別するためのものです。

各ボードに毎に任意のフラグを【ＤＳＷ１０４】を使って設定することができます。ＤＳＰボード

はこの割り込みフラグを９０ＦＦＦＦｈのＤ００～Ｄ０７より読み出すことができます。出荷時の

設定を図６に示します。 
 
 

ＤＳＷ１０４ 
DSW104 信 号 名 ９０ＦＦＦＦｈ 
８ 割込みフラグ８ Ｄ０７ 
７ 割込みフラグ７ Ｄ０６ 
６ 割込みフラグ６ Ｄ０５ 
５ 割込みフラグ５ Ｄ０４ 
４ 割込みフラグ４ Ｄ０３ 
３ 割込みフラグ３ Ｄ０２ 
２ 割込みフラグ２ Ｄ０１ 
１ 割込みフラグ１ Ｄ００ 

 
表６ ＤＳＷ１０４ 

 
 
                                           DSW104 

                                       1 2 3 4 5 6 7 8      

 

                               O N      

                               OFF  ■■■■■■■■   割り込みフラグ：設定無し 

 

 
図６ 割り込みフラグの設定 
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３．４ Ａ／Ｄ入力チャンネルの選択（マルチ入力（オプション）の選択） 
 
   特別仕様（オプション）のマルチ入力（１６ｃｈ）タイプのボードは、【ＤＳＷ１０１－４】

をＯＮに設定し、且つ【ＳＰ１０１－１】～【ＳＰ１０１－４】を２番ピンと３番ピンをショ

ートさせてください。 
   標準仕様２ｃｈ入力は【ＤＳＷ１０１－４】をＯＦＦ、且つ【ＳＰ１０１－１】～【ＳＰ１

０１－４】を１番ピンと２番ピンをショートさせてください。 
 
    SP101      1 2 3 4 
              ■■■■  3        入力チャンネル：１６ｃｈ 
       ■■■■  2 
       □□□□  1 
 
       ■ショート  □オープン 
       ■ 

図７ マルチ入力用のショートピンの設定 
 
 
３．５ メモリマップ 
 
   本ボードのベースアドレスを９００１８０ｈに設定した場合のメモリマップを表７に示しま

す。割り込みコントロール・レジスタ、トリガレベル設定、ゲイン設定は操作内容により初期

設定が必要になります。 
 

本ボード 
アドレス 

ADSP324-00A
アドレス 

ADSP674-00 
アドレス ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 

900180h 900180h 03000600h Ａ／Ｄ変換開始 Ａ／Ｄ・０（００～０７）データ入力 
900181h 900181h 03000604h Ａ／Ｄ変換開始 Ａ／Ｄ・１（１０～１７）データ入力 
900182h 900182h 03000608h   
900183h 900183h 0300060Ch   
900184h 900184h 03000610h Ｄ／Ａ・００へのデータ出力  
900185h 900185h 03000614h Ｄ／Ａ・０１へのデータ出力  
900186h 900186h 03000618h   
900187h 900187h 0300061Ch   
900188h 900188h 03000620h  Ａ／Ｄビジーフラグ 
900189h 900189h 03000624h 割込みコントロール  
90018Ah 90018Ah 03000628h トリガレベル  
90018Bh 90018Bh 0300062Ch ゲイン  
90018Ch 90018Ch 03000630h 割込みフラグリセット  
90018Dh 90018Dh 03000634h マルチチャンネル設定  
90018Eh 90018Eh 03000638h   
90018Fh 90018Fh 0300063Ch   
90FFFFh 90FFFFh 0303FFFCh 全割り込みフラグリセット 割り込みフラグ読みだし 

 
   マルチ入力タイプ（１６チャンネル）は、００ｃｈ～０７ｃｈまでのデータは９００１８０

ｃｈ。１０～１７ｃｈまでのデータは９００１８１ｃｈです。 
 

表７ メモリマップ 
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３．６ 割り込みコントロール・レジスタの設定 
 
   割り込みコントロール・レジスタは、Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａ同時変換機能をＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ同時変

換（同期）・Ａ／Ｄのみ同時変換し、Ｄ／Ａは任意出力（非同期）の選択と割り込みの許可・不

許可の選択とトリガレベル割り込みが選択された場合のトリガスロープの選択を行います。電

源投入時、このレジスタはイニシャルリセットされ【０】になっています。詳細は６．５を参

照して下さい。 
 
 

割込みｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 
ｂｉｔ２ 同期 非同期 
ｂｉｔ１ 割込み不可 割込み可 
ｂｉｔ０ ﾄﾘｶﾞｽﾛｰﾌﾟ ↑ ﾄﾘｶﾞｽﾛｰﾌﾟ ↓ 

 
表８ 割込みコントロールレジスタ 

 
 
 
３．７ トリガレベルレジスタの設定 
 
   Ａ／Ｄ・０の入力電圧が、あるトリガレベル電圧を、選択されたスロープで横切る時に割り

込みを発生します。その割り込みが発生するトリガレベル電圧を設定します。電源投入時には

この電圧は０Ｖです。 
 

トリガレベル電圧範囲 １６ｂｉｔ ±１０Ｖ 初期値：０Ｖ 
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３．８ ゲインレジスタの設定 
 
   ゲインレジスタはＡ／Ｄ変換器入力段の差動アンプの増幅度を設定します。電源投入時のゲ

インは１です。 
 
 

ゲイン １ ２ ４ ８ 
２１ ０ ０ １ １ 
２０ ０ １ ０ １ 

 
表９ ゲインコード 

 
 

ｂｉｔ ゲインレジスタ 
３１ 

 
 
 
５ 

 ０ 
 
 
 
 ０ 

４ 
３ 
 ２１  Ａ／Ｄｃｈ１のゲイン 
 ２０  Ａ／Ｄｃｈ１のゲイン 

２ 
１ 
 ２１  Ａ／Ｄｃｈ０のゲイン 
 ２０  Ａ／Ｄｃｈ０のゲイン 

 
表１０ ゲインレジスタの内容 

 
   【注意】マルチプレクサ入力時のＡ／Ｄｃｈ００～０７のゲインはｂｉｔ０，１。 
       Ａ／Ｄ１０～１７のゲインはｂｉｔ２，３に対応します。 
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４．サンプリングモード 

 
４．１ サンプリング・クロックの選択 
 
   本ボードのサンプリングモードは表１１の様に４種類の中から選択する事が出来ます。そし

てサンプリングを外部変換開始信号に同期させてＡ／ＤコンバータとＤ／Ａコンバータの各チ

ャンネルを同時に変換させることも可能です。さらに４種類のモードすべてに於いてＡ／Ｄ変

換終了の確認をＡ／Ｄ変換終了割り込みを使って知ることができます。 
 
  □ＥＸＴＣＬＫ  ボードの外部からサンプリング信号を与え、変換を開始させる時に使用し

ます。入力信号はＴＴＬレベル負論理で立ち下がりのエッヂに同期されま

す。複数台にＥＸＴＣＬＫを入力すれば複数台の同時サンプリングが可能

となります。 
Ａ／Ｄ変換割り込みを使って入出力処理を行うとＤＳＰのアイドル時間

が無く効率的です。５．２を参照して下さい。 
 
  □ＴＣＬＫ０   ＤＳＰ（ＴＭＳ３２０Ｃ３１）内のオンチップタイマの【タイマ０】で生

成されたパルスを出力するピンの信号がＤＳＰ拡張バスに出力されてい

ます。この信号を利用する事により複数台のＡ／Ｄ・Ｄ／Ａボードに同期

をかける事ができます。この場合、タイマ０の割り込みは使用しません。 
Ａ／Ｄ変換割り込みを使って入出力処理を行うとＤＳＰのアイドル時間

が無く効率的です。４．２、５．２を参照して下さい。 
 
  □ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ    ＤＳＰ（ＴＭＳ３２０Ｃ３１）内のオンチップタイマの【タイマ０】或 い

は【タイマ１】を使ってサンプリング周期を決め周期毎に割り込みを発生

させ、割り込み処理ルーチンの中でＡ／Ｄコンバータの読み出しや、Ａ／

Ｄコンバータの変換開始、Ｄ／Ａコンバータへの出力を行います。 
 
  ※任 意     任意のタイミングでＡ／Ｄ変換・Ｄ／Ａ変換を行います。 
 
 【 注 意 】   ●複数台のＡ／Ｄ・Ｄ／Ａボードを使用する場合は１台のみ割り込みを可

能となるよう設定して下さい。 
           ●トリガ割り込みを使っている時にはＡ／Ｄ変換終了割り込みは使用でき

ません。 
 

 ＥＸＴＣＬＫ ＴＣＬＫ０ ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ割り込み 任意タイミング 
変換開始モード 自動変換 自動変換 ＤＳＰ起動 ＤＳＰ起動 
ＤＳＷ１０３－３ Ｏ Ｎ Ｏ Ｎ ＯＦＦ ＯＦＦ 
ＤＳＷ１０３－２ Ｏ Ｎ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 
ＤＳＷ１０３－１ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ／Ｏ Ｎ ＯＦＦ／Ｏ Ｎ 

用 途 
外部信号にｻﾝﾌﾟﾘ

ﾝｸﾞを同期させて

行う。 

ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰのｸﾛｯｸｱｳ

ﾄ信号にｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを

同期させて複数台を

同時に行う。 

ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰの割り

込みにｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを

同期させて行う。 

任意のﾀｲﾐﾝｸﾞでｻ

ﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを行う。 

 
表１１ サンプリング信号の選択 
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変換開始モードの選択 

   

ＤＳＰのライト

による変換開始

DSW101-3:OFF   

 
任意タイミング 

 
      

      
ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ割り込みに同期 

 
 

 

   
 

 
外部クロックに

よる自動変換 
DSW101-3:ON 

  
ＴＣＬＫ０ 

DSW101-2:OFF 

 
  ＥＸＴＣＬＫ 

DSW101-2:ON 
  

 
図8 変換開始モードの選択 
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４．２ オンチップタイマーの設定 
 
   オンチップタイマーを使用するためにはグローバル制御レジスタとタイマ周期レジスタの初

期設定をしなければなりません。タイマ・カウンタ・レジスタはタイマ周期に至る途中の値を

示しており、これらのレジスタはＤＳＰチップ内にあります。タイマ関連のメモリマップを表

１２に示します。 
   本ボードのサンプリングをオンチップタイマーのクロックアウト信号（＊ＴＣＬＫ０）によ

る自動変換を行うためには【タイマ０】に関連したレジスタを設定しなければなりません。そ

のためタイマ０のグローバル制御レジスタは表１３の様に設定します。なお、タイマのスター

トとストップはＧＯと＊ＨＬＤを表１４の様に設定します。 
   これはＡＤＳＰ３２４－００Ａ、ＴＭＳ３２０Ｃ３１の例です。 
 
  ※タイマ周期の設定は次の計算式により決定されます。 
 
   内部クロックソース ＝ ｆ（Ｈ１） ÷ ２ 
 
             ＝ ２０Ｍｈｚ ÷ ２ 
 
             ＝ １０Ｍｈｚ 
 
   タイマ出力周波数  ＝ 内部クロックソース（１０Ｍｈｚ） ÷ 周期レジスタ 
 

 タイマー０ タイマー１ 
グローバル制御レジスタ ８０８０２０ｈ ８０８０３０ｈ 
タイマ・カウンタ・レジスタ ８０８０２４ｈ ８０８０３４ｈ 
タイマ周期レジスタ ８０８０２８ｈ ８０８０３８ｈ 

 
表１２ タイマ関連のメモリマップ 

 
 

グローバル制御レジスタ 
ｂｉｔ 名 称 論 理 機 能 
０ ＦＵＮＫ １ ＴＬＣＫはタイマピンとなる。 
６ ＧＯ １／０ ＧＯ＝１＆ＨＬＤ＝０：タイマースタート 
７ ＊ＨＯＬＤ １／０ ＧＯ＝０＆ＨＬＤ＝１：タイマーストップ 
８ Ｃ／＊Ｐ ０ パルスモードを選択。パルス幅は１／ｆ（Ｈ１） 
９ ＣＬＫＳＲＣ １ タイマ・カウンタは内部クロックをカウントする。 
１０ ＩＮＶ １ ＴＬＣＫの出力は反転されて負論理となる。 

 
表１３ グローバル制御レジスタ 

 
 

 ＧＯ（ｂｉｔ６） ＊ＨＬＤ（ｂｉｔ７） 
スタート １ １ 
ストップ ０ ０ 

 
表１４ オンチップタイマのスタートとストップ 
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４．３ オンチップタイマによる割り込み生成 
 
   オンチップタイマはタイマ・カウンタ・レジスタの値がタイマ周期レジスタの値に到達する

度に割り込みを発生させることができます。タイマ周期毎に割り込みを発生させるためにはＩ

Ｅレジスタ（インタラプト・イネーブル・レジスタ：表１５）のタイマ０、タイマ１に対応し

たｂｉｔを１にします。オンチップタイマのタイマ周期毎の割り込み時にＡ／Ｄ・Ｄ／Ａコン

バータのサンプリング等を行います。またＩＦレジスタ（表１６）のビット値が【１】になっ

ているところは割り込みがあったかどうかを示しています。そして割り込みフラグを確認した

後、次の割り込みのためにそのフラグをリセットしておきます。割り込みが発生したときに処

理するべきプログラムのアドレスを割り込みベクタアドレス（表１７）に格納しておきます。 
 
  ※注意 １．ＴＭＳ３２０Ｃ３１はステータスレジスタ（ＳＴ）のＧＩＥ（ｂｉｔ１３）の値

が【１】に設定されていなければ割り込みには応答できません。 
      ２．本ボードが発生する割り込みはＤＳＰの【ＩＮＴ３】です。 
 

ｂｉｔ ＩＥレジスタ 
８ ＥＴＩＮＴ０ タイマ０割り込みイネーブル 
９ ＥＴＩＮＴ１ タイマ１割り込みイネーブル 

 
表１５ ＩＥレジスタ 

 
 

ｂｉｔ ＩＦレジスタ 
８ ＴＩＮＴ０ タイマ０割り込みフラグ 
９ ＴＩＮＴ１ タイマ１割り込みフラグ 

 
表１６ ＩＦレジスタ 

 
 

割り込みベクタアドレス 
ＩＮＴ３ ０４ｈ 
ＴＩＮＴ０ ０９ｈ 
ＴＩＮＴ１ ０Ａｈ 

 
表１６ 割り込みベクタアドレス 
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５．割り込み 

 
   ＤＳＰボードに対する割り込みの発生は『トリガ割り込み』と『Ａ／Ｄ変換終了割り込み』

の２種類あり、ディップスイッチ【ＤＳＷ１０３－１】の設定によりいずれか一方を選択する

ことができます。（表１８） 
   外部変換開始信号に同期させてサンプリングを行う場合は『Ａ／Ｄ変換終了割り込み』を選

択して下さい。 
 
ＤＳＷ１０３ ＯＦＦ Ｏ Ｎ 
１ Ａ／Ｄ変換終了による割り込み トリガレベル検出による割り込み 

 
表１８ 割り込み源の選択 

 
   そして選択された割り込み源は割り込みコントロールレジスタの設定によりソフトウェア的

に割り込みをマスクすることができます。（６．５参照）また、割り込みが発生した場合に『割

り込みフラグレジスタ』を読み出すことにより、どのボードが割り込みを発生したかの確認が

できます。 
 
  【注意】複数台の本ボードを使用し、１種類の外部クロックに同期して変換を行う場合にはそ

のうちの１台のみ割り込みが可能になるよう設定して下さい。マルチ入力タイプはト

リガレベル検出による割り込みはできません。 
 
 
５．１ 割り込みフラグレジスタ 
 
   割り込みフラグレジスタはどのボードが割り込みを発生しているかを識別するためのレジス

タでこのレジスタは【９０ＦＦＦＦｈ】にマップされています。割り込みが発生しているビッ

トには【０】がセットされ、割り込みの無いビットには【１】がセットされます。そして本ボ

ードが割り込みを発生したときに、この割り込みフラグレジスタのどのビットに【０】をたて

るかを【ＤＳＷ１０４】を使って選択します。割り込みの識別できる数は８つです。割り込み

フラグレジスタは【ｂｉｔ０】～【ｂｉｔ７】までの８ｂｉｔで構成され、【ｂｉｔ８】～【ｂ

ｉｔ３１】までは常に【１】となっています。 
   そして割り込みを示している【ｂｉｔ】のみリセットする場合は【ベースアドレス＋Ｃｈ】

番地に書き込み動作を行う事により（データは何でも良い）、そのフラグビットをリセットする

ことができます。また【９０ＦＦＦＦｈ】に書き込み動作を行う事によりレジスタ全体をリセ

ットすることができます。 
 
割り込みフラグレジスタ ＲＥＡＤ ＷＲＩＴＥ 
ベースアドレス＋Ｃｈ － － － － － 指定ｂｉｔリセット 
９０ＦＦＦＦｈ レジスタ読み出し 全ｂｉｔリセット 

 
表１９ 割り込みフラグレジスタのメモリマップ 
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割り込みフラグレジスタ 
ｂｉｔ 割り込み有り 割り込み無し ＤＳＷ１０４ 
３１ 
・ 
・ 
・ 
・ 
８ 

－ － － － － 
－ － － － － 
－ － － － － 
－ － － － － 
－ － － － － 
－ － － － － 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

－ － － － － 
－ － － － － 
－ － － － － 
－ － － － － 
－ － － － － 
－ － － － － 

７ ０ １ ８ 
６ ０ １ ７ 
５ ０ １ ６ 
４ ０ １ ５ 
３ ０ １ ４ 
２ ０ １ ３ 
１ ０ １ ２ 
０ ０ １ １ 

 
表２０ 割り込みフラグレジスタの構成 

 
 

ＤＳＷ１０４ Ｏ Ｎ ＯＦＦ 接続先 
８ 接 続 非接続 Ｄ０７ 
７ 接 続 非接続 Ｄ０６ 
６ 接 続 非接続 Ｄ０５ 
５ 接 続 非接続 Ｄ０４ 
４ 接 続 非接続 Ｄ０３ 
３ 接 続 非接続 Ｄ０２ 
２ 接 続 非接続 Ｄ０１ 
１ 接 続 非接続 Ｄ００ 

 
表２１ ＤＳＷ１０４の割り込みフラグレジスタへの割付 
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５．２ Ａ／Ｄ変換終了割り込みの使用例 
 
   自動変換機能を行っているときに、外部変換開始信号に同期してＡ／Ｄコンバータは変換が

開始され、またＤ／Ａコンバータは前回Ｄ／Ａコンバータのバッファに蓄えられたデータを出

力します。 
   Ａ／ＤコンバータがＡ／Ｄ変換終了の割り込みを発生するとＤＳＰは『ＩＮＴ３』、Ｃ６７は

『ＩＮＴ７』のベクタアドレスに格納されている割り込み処理ルーチンにジャンプし、割り込

みフラグレジスタを読み込みます。そしてその割り込みに対応したＡ／Ｄコンバータより最新

のデータを取り込みます。 
   さらにＤＳＰはユーザの『ある処理』を行い、その結果をＤ／Ａコンバータのバッファに書

き込み、一時的にデータを蓄え次回の外部変換開始信号に備えます。 
  

図９ Ａ／Ｄ変換終了割り込みを使ったＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換タイムチャート 
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５．３ トリガ割り込みの使用例 
 
   デジタルオシロスコープのトリガの様に使うことができます。Ａ／Ｄ変換は外部変換開始信

号に同期して行い、ＤＳＰはＡ／Ｄコンバータのビジーフラグ（ＢＵＳＹ・ＦＬＡＧ）を確認

しながらデータを取り込みメモリのバッファ領域に格納していきます。この動作を繰り返して

いるうちに入力信号がトリガレベルをよぎると割り込みが発生します。そしてこの点を基にト

リガモード（プリトリガ・センタートリガ・ポストトリガ）に基づいてデータの取り込みをお

こないます。 
 

図１０ トリガレベル割り込みを使ったＡ／Ｄ変換タイムチャート 
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６．ボードの制御とメモリマップ 

 
   本ボードは１０ｈ（１６番地）のメモリ領域を使用しています。本ボードのベースアドレス

は【ＤＳＷ１０１】・【ＤＳＷ１０２】・【ＤＳＷ１０３】を使い設定します。本ボードを複数台

使用した場合は各ボードのメモリマップが重ならないようにベースアドレスを設定します。 
 
   ボードのソフトウェアによる制御には 
 
１． Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令 
２． Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出し 
３． Ｄ／Ａコンバータへのデータの書き込み 
４． Ａ／Ｄコンバータのビジーフラグ（変換中）チェック 
５． Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータの同期、非同期変換 
６． 割り込み信号のマスク制御 
７． トリガスロープの選択 
８． トリガレベルの設定 
９． 割り込みフラグの読み出しとリセット 

  １０．マルチ入力のチャンネル指定 
 
   等があります。 
 
   表２２にベースアドレスを【９００１８０ｈ】に設定した場合のメモリマップを示します。 
 

本ボード 
アドレス 

ADSP324-00A
アドレス 

ADSP674-00 
アドレス ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 

900180h 900180h 03000600h Ａ／Ｄ変換開始 Ａ／Ｄ・０（００～０７）データ入力 
900181h 900181h 03000604h Ａ／Ｄ変換開始 Ａ／Ｄ・１（１０～１７）データ入力 
900182h 900182h 03000608h   
900183h 900183h 0300060Ch   
900184h 900184h 03000610h Ｄ／Ａ・００へのデータ出力  
900185h 900185h 03000614h Ｄ／Ａ・０１へのデータ出力  
900186h 900186h 03000618h   
900187h 900187h 0300061Ch   
900188h 900188h 03000620h  Ａ／Ｄビジーフラグ 
900189h 900189h 03000624h 割込みコントロール  
90018Ah 90018Ah 03000628h トリガレベル  
90018Bh 90018Bh 0300062Ch ゲイン  
90018Ch 90018Ch 03000630h 割込みフラグリセット  
90018Dh 90018Dh 03000634h マルチチャンネル設定  
90018Eh 90018Eh 03000638h   
90018Fh 90018Fh 0300063Ch   
90FFFFh 90FFFFh 0303FFFCh 全割り込みフラグリセット 割り込みフラグ読みだし 

 
  ※マルチ入力タイプ（１６チャンネル）は００ｃｈ～０７ｃｈまでのデータ ９００１８０ｃ

ｈ、１０ｃｈ～１７ｃｈまでのデータ ９００１８１ｃｈ です。 
 

表２２ メモリマップ 
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６．１ Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令 
 
   Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令は各ボード上の【ベースアドレス＋０ｈ】と【ベースアド

レス＋１ｈ】の１つの番地にメモリ書き込み動作を行うことにより実行されます。変換開始指

令について本ボードはアドレスの下位１ビット以上をデコードしているので【ベースアドレス

＋０ｈ】と【ベースアドレス＋１ｈ】のどのアドレスに書き込みを行っても２ｃｈのＡ／Ｄコ

ンバータに同時に変換開始指令が発せられます。 
 
   Ａ／Ｄコンバータの制御手順は、まず始めにＡ／Ｄコンバータに変換指令を与えます。Ａ／

Ｄコンバータはメモリ空間にマップされていますのでそのアドレスに書き込み動作を行うこと

により変換を開始させることができます。その後３００ｎｓ後にビジーフラグを入力し、変換

が終了したか（ビジーフラグ＝１）を調べます。変換終了を確認した後に変換データを取り出

します。変換中（ビジーフラグ＝０）のデータは正しい変換データではありません。なお、変

換終了割り込みを利用することによりビジーフラグのチェックをせずにデータの取り込みを行

うことも可能です。 
 

3

図１１ Ａ／Ｄコンバータ

 
 
６．２ Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出

 
   Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出し

間でベースアドレスから順にＡ／Ｄコンバー

ンネルに対応したアドレスからメモリデータ

変換データの読み出しアドレスの詳細は表２

 
 
６．３ Ｄ／Ａコンバータへのデータの書き込み

 
   Ｄ／Ａコンバータのアナログ電圧出力は、

現されます。またＤ／Ａコンバータの出力モ

の選択により動作が異なります。このスイッ

ータに直接書き込まれアナログ出力はすぐに

タのｂｉｔ２が“０“の場合はデータはバッ

ＣＬＫ０】あるいは【ＥＸＴＣＬＫ】のいず

す。（表１１）また、この時にＡ／Ｄコンバ

 
   各ボードの【ベースアドレス＋４ｈ】と【

ドレスが割り当てられているので、各チャン

相当したデータを書き込みます。変換データ

さい。 

 

00ns

の制御タイミングチャート 

し 

は、各ボードのベースアドレスを含めた４番地の

タのアドレスが割り当てられているので、各チャ

の読み出し動作を行うことにより実現されます。

２を参照してください。 

 

Ｄ／Ａコンバータへのデータの書き込みにより実

ードには２つのモードがあり【ＤＳＷ１０３－３】

チが【ＯＦＦ】の時、データは直後Ｄ／Ａコンバ

変化します。一方【ＯＮ】でコントロールレジス

ファ回路にラッチ（記憶）されます。そして【Ｔ

れかに同期してＤ／Ａコンバータに書き込まれま

ータも同期して変換を開始します。 

ベースアドレス＋５ｈ】にＤ／Ａコンバータのア

ネルに対応したメモリアドレスにアナログ電圧に

の書き込みアドレスの詳細は表２２を参照して下
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６．４ Ａ／Ｄコンバータのビジーフラグ（変換中）チェック 
 
   ビジーフラグは各ボードの【ベースアドレス＋８ｈ】にあり、その番地からデータを読み出

すことによりＡ／Ｄコンバータが現在変換中かどうかを調べることができます。変換中はＡ／

Ｄコンバータから読み出したデータは正しいものではありません。ビジーフラグがアクティブ

【０】でなくなった後に正しい変換データを読み出します。なお、変換終了割り込みを利用す

る事によりビジーフラグのチェックをせずにデータの取り込みを行うことも可能です。（参照

５．２） 
 

ビジーフラグ 意 味 
０ 変換中 
１ 変換終了 

 
表２３ ビジーフラグの定義 

 
   また各ボードの【ベースアドレス＋８ｈ】から読み出したビジーフラグデータのビットマッ

プは表２４の様に定義されています。 
 
 

ｂｉｔ 定 義 
０ Ａ／Ｄ ０（００～０７）ビジー 
１ Ａ／Ｄ １（１０～１７）ビジー 
２ １ 
・ １ 
・ １ 
・ １ 
３１ １ 

 
   ※マルチ入力タイプは００ｃｈ～０７ｃｈまでのビジーはｂｉｔ０、１０ｃｈ～１７ｃｈま

でのビジーはｂｉｔ１です。 
 

表２４ ビジーフラグ読み出しデータのビットマップ 
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６．５ コントロール・レジスタの設定 
 
６．５．１ Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータの同期、非同期変換 
 
   【ＤＳＷ１０３－３】を【ＯＮ】でコントロールレジスタの【ｂｉｔ２】を【０】にするこ

とにより【ＴＣＬＫ０】か【ＥＸＴＣＬＫ】のいずれかに同期してＡ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータ

を同時変換することができます。コントロールレジスタの【ｂｉｔ２】を【１】にするとＡ／

Ｄコンバータのみクロックに同期して変換し、Ｄ／Ａコンバータは各チャンネルごとデータの

書き込みにより変換を行います。 
 

割り込みｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 
ｂｉｔ２ 同期 非同期 
ｂｉｔ１ 割り込み不可 割り込み可 
ｂｉｔ０ トリガースロープ ↑ トリガースロープ ↓ 

 
表２５ Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータ同期変換コントロールレジスタ 

 
 
６．５．２ 割り込み信号のマスク制御 
 
   『Ａ／Ｄ変換終了割り込み』、或いは『トリガの発生による割り込み』の発生は制御レジスタ

の【ｂｉｔ１】を【１】にすると割り込み可となり【０】にするとマスクすることができま

す。割り込み信号源は【ＤＳＷ１０３－１】により選択することができます。 
 

割り込みｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 
ｂｉｔ２ 同期 非同期 
ｂｉｔ１ 割り込み不可 割り込み可 
ｂｉｔ０ トリガースロープ ↑ トリガースロープ ↓ 

 
表２６ 割り込みコントロールレジスタ 
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６．５．３ トリガスロープの選択 
 
   Ａ／Ｄコンバータ【０ｃｈ】の入力信号がトリガレベル電圧を横切る場合にトリガとなり割

り込み（ＩＮＴ３）（Ｃ６７はＩＮＴ７）を発生します。但し、【ＤＳＷ１０３－１】と割り込

みコントロールレジスタの設定が必要となります。 
   その時に入力信号がトリガレベル電圧より高い電圧から、トリガレベル電圧より低い電圧に

変化する場合を『負のスロープ』、また入力信号がトリガレベル電圧より低い電圧から、トリガ

レベル電圧より高い電圧に変化する場合を『正のスロープ』と呼びます。そしてどちらのスロ

ープでトリガを発生させるかを割り込みコントロールレジスタの【ｂｉｔ０】の値で選択しま

す。 
 

ＤＳＷ１０３ 選 択 内 容 
４ ＯＮ／ＯＦＦ 関係しない 
３ ＯＮ／ＯＦＦ 関係しない 
２ ＯＮ／ＯＦＦ 関係しない 
１ Ｏ Ｎ トリガレベル検出による割り込み 

 
 

割り込みｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 
ｂｉｔ２ 同期 非同期 
ｂｉｔ１ 割り込み不可 割り込み可 
ｂｉｔ０ トリガースロープ ↑ トリガースロープ ↓ 

 
表２７ トリガスロープの設定 

 
 
６．６ トリガレベルの設定 
 
   トリガレベルの設定は各ボードのＡ／Ｄコンバータ【０ｃｈ】の入力信号に付いてのみ設定

することができます。本ボードにはトリガレベル設定用のＤ／Ａコンバータと、入力信号とト

リガレベルとの比較を行うコンパレータが内蔵されています。設定分解能と設定電圧範囲は下

記のとおりです。またＤ／Ａコンバータのコードはバイナリ・ツーズ・コンプリメントです。 
 

設定分解能 設定電圧範囲 
１６ｂｉｔ －１０Ｖ～＋１０Ｖ 

 
出力電圧範囲 ±１０Ｖ 
出力データ 変換出力電圧 
７ＦＦＦｈ ９．９９９６９５Ｖ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 
１ｈ ３０５μＶ 
０ｈ ０Ｖ 
ＦＦＦＦｈ －３０５μＶ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 
８０００ｈ －１０Ｖ 

 
表２８ トリガレベル電圧とコード 
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６．７ マルチ入力のチャンネル設定 
 
   マルチ入力のチャンネル設定は各ボードの【ベースアドレス＋Ｄｃｈ】にあり、この番地に

指定チャンネル（０ｃｈ～７ｃｈ）を設定して下さい。マルチプレクサによりＣＮ１３の００

ｃｈ～０７ｃｈの指定したチャンネルがＡ／Ｄ ０ｃｈに接続され、ＣＮ１４の１０ｃｈ～１

７ｃｈの指定したチャンネルがＡ／Ｄ １ｃｈに接続されます。（図６参照） 
   チャンネルの変更ごとにセトリングタイムとして３０μｓｅｃ以上必要なので、必ず３０μ

ｓｅｃ以上待った後Ａ／Ｄ変換開始（【ベースアドレス＋０ｃｈ】か【ベースアドレス＋１ｃｈ】

に書き込み動作を行う）を行ってください。（６．１参照） 
   この場合にも２ｃｈ同時変換が行われます。０ｃｈを指定するとＡ／Ｄ ０ｃｈ（【ベースア

ドレス＋０ｃｈ】）にはＣＮ１３－００ｃｈ、Ａ／Ｄ １ｃｈ（【ベースアドレス＋１ｃｈ】に

はＣＮ１４－１０ｃｈのデータが変換されます。 
 

マルチ入力指定チャンネル Ａ／Ｄ ０ｃｈ Ａ／Ｄ １ｃｈ 
０ｃｈ ＣＮ１３－００ｃｈ ＣＮ１４－１０ｃｈ 
１ｃｈ ＣＮ１３－０１ｃｈ ＣＮ１４－１１ｃｈ 
２ｃｈ ＣＮ１３－０２ｃｈ ＣＮ１４－１２ｃｈ 
３ｃｈ ＣＮ１３－０３ｃｈ ＣＮ１４－１３ｃｈ 
４ｃｈ ＣＮ１３－０４ｃｈ ＣＮ１４－１４ｃｈ 
５ｃｈ ＣＮ１３－０５ｃｈ ＣＮ１４－１５ｃｈ 
６ｃｈ ＣＮ１３－０６ｃｈ ＣＮ１４－１６ｃｈ 
７ｃｈ ＣＮ１３－０７ｃｈ ＣＮ１４－１７ｃｈ 

 
表２９ マルチ入力指定チャンネルとデータ入力 
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７．Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換データの関係 

 
７．１ 入力電圧とＡ／Ｄ変換データの関係 
 
   入力電圧とＡ／Ｄコンバータの変換データとの関係を表２９に示します。 
 

【バイナリ・ツーズ・コンプリメント】 
入力電圧範囲 ±１０Ｖ Ａ／Ｄ変換データ 

９．９９９５４２Ｖ以上 ７ＦＦＦｈ 
９．９９９２３７Ｖ～９．９９９５４２Ｖ ７ＦＦＥｈ 
 ・ ・ ・ 
０．０００１５３Ｖ～０．０００４５８Ｖ ０００１ｈ 
－０．０００１５３Ｖ～＋０．０００１５３Ｖ ００００ｈ 
－０．０００４５８Ｖ～－０．０００１５３Ｖ ＦＦＦＦｈ 
 ・ ・ ・ 
－９．９９９８４７Ｖ～－９．９９９５４２Ｖ ８００１ｈ 
－９．９９９８４７Ｖ以下 ８０００ｈ 

 
表３０ 入力電圧 ±１０Ｖ とＡ／Ｄ変換データ 

 
７．２ 出力データとＤ／Ａコンバータの変換電圧との関係 
 
   出力データとＤ／Ａコンバータの変換出力電圧との関係を表３１に示します。 
 

【バイナリ・ツーズ・コンプリメント】 
出力電圧範囲 ±１０Ｖ 
出力データ 変換出力電圧 
７ＦＦＦｈ ９．９９９６９５Ｖ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 
１ｈ ３０５μＶ 
０ｈ ０Ｖ 
ＦＦＦＦｈ －３０５μＶ 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 
８０００ｈ －１０Ｖ 

 
表３１ Ｄ／Ａコンバータの変換出力電圧 
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８．Ａ／Ｄコンバータの校正 

 
   本ボードには入力レンジの変換や経時変化によるオフセット電圧やスケール電圧の調整が必

要です。／Ｄコンバータの校正は次の手順に従っておこなって下さい。 
① 入力段アンプの調整 
② オフセットの調整 
③ スケール調整 

 
 
８．１ 入力段アンプ調整 
 
   入力段アンプは入力電圧範囲の切り替え、或いはデバイスの経時変化により出力電圧が変動

します。そのための調整が必要となり、下記の手順で行います。 
 
   ①入力段アンプのリファレンス出力用アンプ（基準電圧）の調整 
 
   入力段アンプのリファレンスを【０Ｖ】に調整するために、入力段アンプのリファレンス出

力用アンプの調整を行います。それぞれのチャンネルに対応した入力段アンプのリファレンス

出力用アンプの入力の３番ピンが【０Ｖ】になるように基準電圧ボリュームを調整します。 
   ３番ピンが【０Ｖ】になったら次にオフセット調整を行います。それぞれのチャンネルに対

応した入力段アンプのリファレンス出力用アンプの出力の６番ピンが【０Ｖ】になるようにオ

フセットボリュウムを調整します。この出力ピンは入力段アンプのリファレンスに接続されて

います。 
 
Ａ／Ｄ 入力段ｱﾝﾌﾟのﾘﾌｧﾚﾝｽ出力用ｱﾝﾌﾟ 基準電圧ﾎﾞﾘｭｳﾑ ｵﾌｾｯﾄﾎﾞﾘｭｳﾑ 
０ ＩＣ１２９ ＶＲ１１６ ＶＲ１１４ 
１ ＩＣ１３０ ＶＲ１１７ ＶＲ１１５ 

 
表３２ 入力段アンプのリファレンス出力用アンプのボリュウム 

 
 
   ②入力段アンプのオフセット調整 
 
   差導入力の【＋ＩＮ】と【－ＩＮ】の両入力をＡＧＮＤに接続します。そして、それぞれの

チャンネルに対応した入力段アンプの１１番ピンか１２番ピン、或いはチェックピンが【０Ｖ】

になるようオフセットボリュウムを調整します。この端子はＡ／Ｄコンバータの入力に接続さ

れます。 
 
Ａ／Ｄ 入力段アンプ チェックピン オフセットボリューム 
０ ＩＣ１２７ ＴＰ１０４ ＶＲ１１２ 
１ ＩＣ１２８ ＴＰ１０５ ＶＲ１１３ 

 
表３３ 入力段アンプのオフセット 
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８．２ オフセット調整 
 
   Ａ／Ｄコンバータはデバイスの経時変化によりオフセット電圧が変動します。そのためオフ

セットの調整が必要となり下記の手順で行います。 
 
   ①Ａ／Ｄコンバータのオフセット調整 
 
    各Ａ／Ｄコンバータのオフセット調整時の入力電圧は 
 
    ０Ｖ－１／２ＬＳＢ＝１５３μＶ 
 
    そしてＡ／Ｄコンバータの変換出力が【ＦＦＦＦｈ～００００ｈ】 
 
     １１１１  １１１１  １１１１  １１１１ 
     MSB         ↑         LSB 
    MSB         ↓         LSB 
     ００００  ００００  ００００  ００００ 
 
    間でフリッカーする様にオフセットＶＲで調整します。 
 

Ａ／Ｄ オフセットＶＲ スケールＶＲ 
００ｃｈ ＶＲ１１０ ＶＲ１０８ 
０１ｃｈ ＶＲ１１１ ＶＲ１０９ 

 
表３４ Ａ／Ｄコンバータ校正用ボリューム一覧表 

 
 
８．３ スケール調整 
 
   ①Ａ／Ｄコンバータのスケール調整 
    Ａ／Ｄコンバータには各入力電圧範囲に応じた入力バッファーアンプ（基板内）も含めた

スケール調整が必要です。 
     
    各コンバータのスケール調整時の入力電圧は 
 
    １０Ｖ－３／２ＬＳＢ＝９．９９９５４２ 
 
    そしてＡ／Ｄコンバータの変換出力が【７ＦＦＥｈ～７ＦＦＦｈ】 
 
     ０１１１  １１１１  １１１１  １１１０ 
     MSB         ↑         LSB 
    MSB         ↓         LSB 
     ０１１１  １１１１  １１１１  １１１１ 
 
    間でフリッカーする様にスケールＶＲで調整します。（表３４） 
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９．Ｄ／Ａコンバータの校正 

 
   本ボードのＤ／Ａコンバータの出力電圧はバイナリ・ツーズ・コンプリメントの±１０Ｖ出

力です。また、校正手順はともに次のようです。 
 
 
９．１ 出力電圧の校正 
 
   出力電圧の校正用ボリュームの一覧表を下記に示します。 
 
Ｄ／Ａ・Ｎｏ オフセットＶＲ ゲインＶＲ 
００ ＶＲ１０３ ＶＲ１０１ 
０１ ＶＲ１０４ ＶＲ１０２ 

 
表３５ 出力電圧の校正用ボリューム一覧表 

 
９．２ オフセット調整 
 
   ①Ｄ／Ａコンバータに【８０００ｈ】を出力します。 
 
     １０００  ００００  ００００  ００００ 
     MSB                   LSB 
 
   ②Ｄ／Ａコンバータの出力が出力電圧範囲に応じた出力比較電圧と同じになる様にオフセッ

トＶＲで調整します。（表３４） 
 

出力電圧範囲 出力比較電圧 
－１０Ｖ～＋１０Ｖ －ＦＳ／２＝－１０Ｖ 

 
表３６ Ｄ／Ａコンバータ出力のオフセット調整時の出力電圧 

 
 
９．３ ゲイン調整 
 
   ①Ｄ／Ａコンバータに【７ＦＦＦｈ】を出力します。 
 
     ０１１１  １１１１  １１１１  １１１１ 
     MSB                   LSB 
 
   ②Ｄ／Ａコンバータの出力が出力電圧範囲に応じた出力比較電圧と同じになる様にゲインＶ

Ｒで調整します。（表３４） 
 

出力電圧範囲 出力比較電圧 
－１０Ｖ～＋１０Ｖ ＦＳ／２－１ＬＳＢ＝９．９９９６９５Ｖ 

 
表３７ Ｄ／Ａコンバータ出力のゲイン調整時の出力電圧 
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１０．トリガレベルの校正 

１０．１ トリガレベル設定用Ｄ／Ａコンバータの校正 
 
   ①オフセット調整 
１） トリガレベル用Ｄ／Ａコンバータ（ベースアドレス＋Ａｈ）に【８０００ｈ】を出力

します。 
２） ＴＰ１０２が【－１０Ｖ】になる様にＶＲ１０６を調整します。 

 
   ②ゲイン調整 
１） トリガレベル用Ｄ／Ａコンバータに【７ＦＦＦｈ】を出力します。 
２） ＴＰ１０２が【９．９９９６９５Ｖ】になる様にＶＲ１０５を調整します。 

 
 
 

１１．アナログ入出力コネクタのピン配置 

 
ＡＤＳＰ３２４－１３ 

 
Ｎｏ 信 号 名 Ｎｏ 信 号 名 
１２０１ ＯＵＴ００ １２０９ ＡＧＮＤ 
１２０２ ＯＵＴ０１ １２１０ ＡＧＮＤ 
１２０３ ＋ＩＮ００ １２１１ －ＩＮ００ 
１２０４ ＡＧＮＤ １２１２ ＡＧＮＤ 
１２０５ ＋ＩＮ０１ １２１３ －ＩＮ０１ 
１２０６ ＡＧＮＤ １２１４ ＡＧＮＤ 
１２０７  １２１５ ＤＧＮＤ 
１２０８ ＊ＥＸＴＣＬＫ   

 
表３８ ＣＮ１２ 

 
 
 
 

⑧⑦⑥⑤④③②① 

⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨ 

                 

 

図１２ ＣＮ１２のコネクターを挿入方向からみた図 
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オプション機能マルチ入力用コネクタ ＣＮ１３、１４ 

 

NO 信 号 名 NO 信 号 名  NO 信 号 名 NO 信 号 名

1301 +IN00 1302 AGND  1401 +IN10 1402 AGND 

1303 -IN00 1304 AGND  1403 -IN10 1404 AGND 

1305 +IN01 1306 AGND  1405 +IN11 1406 AGND 

1307 -IN01 1308 AGND  1407 -IN11 1408 AGND 

1309 +IN02 1310 AGND  1409 +IN12 1410 AGND 

1311 -IN02 1312 AGND  1411 -IN12 1412 AGND 

1313 +IN03 1314 AGND  1413 +IN13 1414 AGND 

1315 -IN03 1316 AGND  1415 -IN13 1416 AGND 

1317 +IN04 1318 AGND  1417 +IN14 1418 AGND 

1319 -IN04 1320 AGND  1419 -IN14 1420 AGND 

1321 +IN05 1322 AGND  1421 +IN15 1422 AGND 

1323 -IN05 1324 AGND  1423 -IN15 1424 AGND 

1325 +IN06 1326 AGND  1425 +IN16 1426 AGND 

1327 -IN06 1328 AGND  1427 -IN16 1428 AGND 

1329 +IN07 1330 AGND  1429 +IN17 1430 AGND 

1331 -IN07 1332 AGND  1431 -IN17 1432 AGND 

1333  1334   1433  1434  

 

表４３ ＣＮ１３                    ＣＮ１４ 

 

 

 

33   ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ⑨⑦⑤③①   1 

34   ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ⑩⑧⑥④②   1 

 

図１３ ＣＮ１３・ＣＮ１４のコネクターを挿入方向からみた図 

 

 

 

１２．添付品 

 

品  名 型  式 数量 メーカー 

ＣＮ１２用プラグ ＤＢ－１５Ｐ－Ｎ １ ＪＡＥ 

ＣＮ１２用ジャンクションシェル ＤＡ－Ｃ１－Ｊ１０ １ ＪＡＥ 

ＣＮ１３、１４用コネクタ（オプション機能） ＰＳ－Ｄ４Ｃ３４ ２ ＪＡＥ 

ピン（オプション機能） 030-51304-001 ７０ ＪＡＥ 

 

表４０ 添付品一覧 
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